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日本英語音声教育史：
岩崎民平『英語 発音と綴字』における“教育的まなざし”
田 邉 祐 司＊
１ はじめに１
たみへい
岩崎民平（１８９２～１９７１）の『英語 発音と綴字（English Speech and Spell-
ing）』（以下，『発音と綴字』と省略）は日本における英語音声研究史上の
金字塔といわれる（豊田１９３９；田島２００１）２。それは，同書が「一字一
音主義」の原則のもと，IPA（International Phonetic Alphabet：国際音声
記号）を日本の英語音声（発音）学書に導入し，日英音の比較を丁寧に試
み，英語音声研究の水準を飛躍的に高めたからである。
しかしながら，改めて『発音と綴字』を読むと，英語学的な評価とは別
に，初学者と同じ目の高さに立ち，英語発音をわかりやすく伝えようとし
た教育学的な意味での配慮が数多くあることに気づかされる。岩崎の「ま
なざし」３とも呼べる一定の視点で同書は貫かれているのである。以下，
この小論では岩崎の「まなざし」をキーワードに『発音と綴字』を，同時
代の類書との比較も織り交ぜながら，教育という観点から再評価してみた
いと思う。
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２ 略歴と時代背景
まず岩崎の愛弟子だった小川（１９５４），同郷の母校の後輩であり，英語
指導主事も務めた町田（１９８８），さらに池田（１９７３），原田（２００７）などを
もとに，岩崎の略歴をまとめてみる。
岩崎は一貫して「英語ひとすじの生涯」を歩んできた人だった。山口県
とんだ
旧新南陽市（現：周南市）富田で生を受けた彼は，旧制徳山中を卒業した
後，上京し，東京外国語学校（現：東京外国語大学）で学んだ。卒業後に
は教育現場に出て，東京府立第四中学校（現：都立戸山高等学校）教諭を
務めた。大正８（１９１９）年には同中学校を辞し，東京帝国大学文学部英吉
利文学科入学に進学し，さらなる研鑽を積んだ。帝大卒業後は直ちに母校
に教授として迎えられ，戦後は新制となった東京外国語大学の学長職も務
め，外大退官後には私立大学にも出講した。
略歴を一瞥して読み取れるのは岩崎の活動領域の広さである。音声学か
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逝去（享年７８歳）
表１：岩崎の略歴
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ら辞書編纂，さらには英語の総合的な力を問われる英米文学の名著の注釈
といった幅広い領域に大きな足跡を残している。岩崎は英語を「単体」と
してとらえ，英語の各分野を自由に行き来する「英語リベラリスト」であっ
たとする町田（１９８８）の指摘は正鵠を射ている。しかしながら，それは現
在とは違ってまだ専門領域が確立されておらず，学問としての英語に現在
のように壁のようなものが存在していなかった時代の特徴とも考えられる。
特記すべきは，『発音と綴字』の出版と同時に第四中学校を辞し，東京
帝国大学に入学したときに市河三喜助教授（１８８６～１９７０，１９２０に教授に昇
格）から，「君に教える事はなにもない」といわれたという逸話が残るほ
ど，岩崎の英語力，音声学の知識は完成の域に達していたということであ
る４。彼がいかにして英語力，知識を身に付けたのかは他者の論考にまか
時
代
区
分
江戸末期 明治 大正
英
語
教
育
的
区
分
黎明期 英学期 英語教育期
特
徴
音声知識収集 音声知識形成 輸入・翻案 体系化へ
オランダ語からの類推 お雇い外国人 宣教師 日本人を考慮 新教授法
漂流人 留学生 「大正音声学」
書
物
清水（１８５９） 中濱（１８５９） 明治四（１８７１）年版『薩摩辞書』
『和英商売対話集』（１８５９） Webster式 Spelling Book
尺・須藤（１８７２） Dallas（１８７２）
菊池（１８８６） Bradbury（１８８７）
外山（１８９７） 片山・McKerrow（１９０２）
岡倉（１９０５）（１９０６）
Gauntlet（１９０５）
岸本（１９１０）
大谷（１９１５～１９１６）
Jones（１９１７）
岩崎（１９１９）
表２：英語音声研究のイメージ図
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せるが（小川１９５４；町田１９８８；河口１９９０など），小論のテーマである彼
独自の「まなざし」には，抜群の英語力に至った彼自身の英語学習過程に
もその源泉があるのではないかと推測される。
以上を踏まえ，ここからは『発音と綴字』出版に至るまでの英語音声研
究に関する時代背景を整理してみたいと思う。表２は歴史的な経緯を主に
出版物を中心にイメージ化したものである。
英語音声（発音）に関する書物はすでに江戸末期にはまとめられていた
ことがわかる。学問というよりも，通商，つまり「生きるため」というの
がその動機だった。江戸末期からの私塾に加え，明治初期には官公立外国
語学校が数多く設立された。明治４（１８７１）年に文部省が設置され，翌年
には学制令が発布された。学制令を境にして，中学校（旧制）で英語が課
せられ，小学校（旧制）にも科目として加えられるようになった。ミッ
ション系では Direct Method（直接教授法）による音声指導が宣教師に
よって広められた。しかしほとんどの私塾・学校では，日本人教師が漢学
・蘭学の手法を踏襲した変則式教授法で教え，発音は軽視された。
音声研究は明治初期に大量に輸入された教科書に記載されていたWeb-
ster式の発音表記法だけではなく，日本人学習者を視座に置いた手法が模
索されるようになった（田邉２００５）。尺振八・須藤時一郎『傍訓・英語韵
礎』（１８７２）は比較的初期の例である。山形の米沢で英語を教えた Charles
Dallas（１８４２～１８９４）は『英音論』（翻訳）を著し，日英音の原初的な比
較を提示した。本邦初の英語発音学書 菊池武信の『英語発音秘訣』（１８８６）
はそのような時期に世に出された。同書には正確な発音器官の説明はもと
より，個々の音の発音方法が口腔図や人物の顔の絵とともに詳細に記載し
てあり，それまでの類書とは別格の正式な音声知識の伝達を試みたもので
あった（田邉２００７，２００９）。
他には，Websterの Guide of English Pronunciation を翻案し，日本人の
ために工夫をこらした吉村秀蔵（訳）『英語・発音独案内』（１８８７），Charles
35日本英語音声教育史（田邉）
M. Bradburyが文部省から出した発音冊子 Directions for the Pronunciation
of English (Compiled by the Department of Education for the Use of School−
Teachers and Students, １８８７)や池田伴庚（編）『和英・発音原理全附録英
語綴り字法』（１８８８）などからも英語音声研究が次の段階へと進んだこと
が感じ取られる。東京高師の Ralph G. Watkin（１８７３～？）が Henry Sweet
（１８４５～１９１２）の発音記号（Broad Romic方式）の導入したのもこの時期
だった（大村１９５７）。
明治の中頃には海外で専門知識を身に付けた日本人が帰国し，専門用語
も日本語へと翻訳され日本語による授業が可能になった。それに比例する
ごとく「お雇い外国人」も徐々に帰国の途についた。この間，日清（１８９４
～１８９５），日露（１９０４～１９０５）の両戦争に勝利した日本では偏狭な国粋思
想が台頭し，明治以来の英学ブームは沈静化した。
そんな中にあっても音声研究は細々と続いた。やがてWebster式の物
真似だけではなく，日本人学習者を視座に入れた音声習得の方途が模索さ
れるようになった。しかしその反面，明治初頭の英学熱のブーム一過とと
もに，教師は受験対策のために変則式の指導を強めることとなった。その
結果，「真の英語力」ならぬ「中途半端な英語力」を身に付けた学生が数
多く実社会へと巣立って行った。それを嘆く声はやがて音声中心の practi-
cal Englishを希求する教授法改良の小さな「うねり」となった。明治３９
（１９０６）年に文部省留学から帰朝した杉森此馬（１８５８～１９３６）が広島高師
で伝えたのは Sweetから学んだ phoneticsの紹介であり，Sweet式の発音
記号の教室への導入であった（松村１９９６）。
杉森の帰国前後，外山（１８９７），片山・McKerrow（１９０２），岡倉（１９０５，１９０６）
など英語音声に関する書物の出版は続き，音声中心の教授法への機運は高
まった。伊沢修二（１８５１～１９１７）は A. M. Bellの Visible Speechを紹介し
た（『視話法』，大日本図書，１９０１），また，蓄音機を使った発音・リスニ
ング指導法の書物（附属レコード）も初めて出版された（佐川１９０９；英
36 専修人文論集９７号
語発音研究会の著作など）。斎藤秀三郎が『Spelling and Pronunciation ３
vols.』と『Text−Book of Accent３ vols.』（興文社，１９０４）を著したのも，
時代の流れと無関係ではない。また岡山の第六高等学校（現：岡山県立朝
日高等学校）で教えていた Edward Gauntlet（１８６８～１９５６）の The Elements
of Japanese and English Phonetics for the Use of Japanese Teachers of English.
（１９０５）や遠藤隆吉（１８７４～１９４６）の『視話音学 発音学』（帝国百科全書
第百五十編）（１９０６）も忘れてはならない（竹中１９９０）。前者は金沢で３
週間にわたって開催された中等教育英語科教員を対象とした文部省夏期講
習会（１９０４年８月）で，会話，音声学を担当した彼の講義内容を敷衍した
ものであった。
同時に新教授法に関する研究書も著され（櫻井１９３６），Otto Jespersen
（１８６９～１９４３）の名著 How to Teach a Foreign Language（English version,
１９０４）の翻訳も行われた。英語雑誌は音声重視の情報の普及に寄与した。
例えば磯辺弥一郎（１８６１～１９３１）の『中外英字新聞』は発音学入門講座を
連載した（出来１９９４）。明治３９（１９０６）年には『英語教授』（The English
Teacher’s Magazine）が創刊された。明治末には岸本能武太（１８６６～１９２８）
が『英語研究 発音の原理』（１９１０）を著した。本書は日本人のための音声
学習法を具体的に提示した名著であり，「揚頭法」というユニークなアク
セント（stress）練習法を独自の表記法とともに提起した（田邉２０１４）。
しかし，それでもなお，片山（１９３５）の記述によれば，片山寛・R. B.
Mckerrowの『英語発音学』が出版された明治３５（１９０２）年前後の教育現
場では音声学を受け入れる素地はなかったようで，むしろ phoneticsとい
うものに対して疑義が唱えられる状況だった。音声学への賛否がある中，
英語界が教授法改革運動へと大きく舵を取りはじめたのは大谷正信（俳
号：繞石，１８７５～１９３３）が Daniel Jones（１８８１～１９６７）の音声学講義に出
席し，内容をまとめた連載を開始し（１９１５～１９１６），引き続き Jonesの An
English Pronouncing Dictionary, On Strictly Phonetic Principles（１９１７），An
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Outline of English Phonetics（１９１８）が相次いで輸入された頃だとされる（宮
田１９６７）。
岩崎の『発音と綴字』が刊行されたのは，このように practical English
を求める声が高まりの中で音声学のブームが起ころうとした絶妙のタイミ
ングだったのである。それまで軽視されていた英語音声の体系とその指導
・発音法，文字と綴りに関して手頃な書物が数少なかった時代に求められ
ていたものをコンパクトにまとめ上げたのが本書であった５。
３ 『発音と綴字』における岩崎のまなざし
『発音と綴字』は，緒言からはじまり，本編は Iから VIまでの６章に分
かれる。この中から教育的な配慮が客観的にわかるものを取り上げてみる。
まず，本書最大の特長は冒頭部分に２４頁を割き，日本語音に関する基本
緒言 表音文字
．日本語の音（pp．１―２４）
発音の機関
「こえ」「いき」
父音と母音との別
日本語の父音
日本語の母音
音節
アクセント
．英語の音（pp．２６―７６）
英語の父音
英語の単母音
二重母音
三重母音
音・二重母音の表
．音の結合（pp．７８―９０）
断音の場合
語尾語頭の有声母音
同化
音節
．強勢（pp．９８―１４３）
強勢とその符号
強勢を支配する原理
語の強勢
品詞の差を示す強勢
意味の差を示す強勢
合成詞及び連語の強勢
文の強勢
強い形と弱い形
．連節，音調，音の長さ
（pp．１５０―１６５）
連節
音調
音の長さ
同音異綴の語
類似の音の語
．字と音（pp．１６８―１９３）
字と音の関係
概則
強音節中の単母字
強音節中の二重母字
弱音節中の母字
父字
表３：目次（＊大正８（１９１９）年９月５日再版による）
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知識をまとめていることである。日英音の比較を試みたものは本書以前に
もいくつかあるが（例えば Dallas，菊池，片山・Mckerow，岡倉など），
真正面から，それも非常に正確な日本語音に関する知識を整理したのは，
本書が最初である。
英語の音声／発音書にもかかわらず，このように母語音声からはじめるという背景
には，岩崎自身の英語音声学習および教授体験があったのではないかと推測される。
つまり，英語発音を身につけさせるには母語の音声体系への理解があり，そこから
英語というまったく違った音声体系へと，いかに移行すればよいのかということを
体験から熟知していたと思えるのである。
英語の音を説明する際，これを日本語の音と比較する事は，参考になって大変必要
な事である。ところがこの肝心な母国語の発音に就いて普通の人の持っている知識
は極めて漠然としている。これは子供の内から自然と覚え込んだ結果である。従っ
て第一章は序論として日本語の音をざっと取り扱う事にした。（p．１）
日本語音を最初に持ってきたという視座に関して，豊田（１９３９）は以下の
ように述べている。
筆者の用意の程は先ず「日本語の音」の説明から始めて「英語の音」に移る点にも
表れており…」（p．１９２）
豊田は「用意」と記しているが，母語から英語という英語音声学習過程の
基軸となるものを岩崎のまなざしは見据えていたのである。本書はそうい
う意味において，その構成からすでに教育的なのである。このような教育
的な視点は本書のいたるところにある。次の文は本書執筆の目的を述べた
ものである。
この傾向を助長せんがため音声学を英語の研究に応用した手頃な書物を編まんとし
て成ったのが即ち本書である。故に敢えて高遠なる理論にわたらず，又それには他
の人あるを信じるのであるが，普通の英語研究者が難しとする点の説明は大抵網羅
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したと信じている。（緒言 p．i）
ここは音声学を基盤にし，それを英語研究に応用し，かつ理論的なこと
を排除し，英語研究者が難しいと考える点について触れた箇所であるが，
これも現場にあって，日本人学習者の発音習得上の泣き所を熟知した岩崎
だからこそのまなざしであるといえよう。
発音というと，現在でも教える際にどの地域のアクセントをお手本にす
るのかという議論があるが，岩崎の捉え方は徹頭徹尾，現場よりのもので
あった。
本書ではイギリス南部で普通用いられる音を主として説き，アメリカ音等で著しく
音を異にしているものには注意しておいた。これはイギリス南部の音が最も詳しく
多くの学者によって調べられ参考になる書物が多く，習得に便利であるという理由
によったものであって，決して音そのものが他のスコットランド音やアメリカ音よ
り勝っているという意味はない。」（緒言 p．i）
岩崎の発音観もまた現場主義の賜物である。「最も詳しく多くの学者に
よって調べられも参考になる書物が多く」という箇所に，学ぶ者の便宜を
第一にしたまなざしを感じ取ることができる。また，最後の「他のスコッ
トランド音やアメリカ音より勝っているという意味はない」という箇所か
らは岩崎のリベラルな考え方が伝わってくる。
表記法に関する考えからも，同様の教育観が窺える。
今日我が国に行われている辞典においてまだ余喘を保ているいわゆるWebster式表
記法の著しく複雑不統一なのは誰も異論のないところであろう。同式は元来非科学
的な普通の綴字を綴り直す手数を省いて種種の記号を付して発音を示そうとした企
てであるが，これ古き革袋に新しき酒を盛らんとしたもので失敗に帰したのは当然
である。」（緒言 p．ii）
岩崎はWebster式の不備を衝き，本来は学ぶ者のためにあるべき記号が，
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かえって彼らを苦しめていることに苦言を呈している。本書には IPAを
導入することで，Webster式の複雑さがもたらした「混乱」を正すという
目的もあったのである。同様に現代の IPAでは，［ j］と［］を表す記号
をそれぞれ，［y］と［ ］にしたのは独自の工夫である。これも日本人の
特性を踏まえた配慮である。
唯本書では Yesなどの初発の父音を示す［ j］音に更うるに［y］を以て
した。英語の学習上にはこの方が適当と考えたからである。（緒言 p．iii）
現在のいわゆるアメリカ音声学派では移行音（glide）［ j］を表すのに［y］
が広く用いられていることを考え合わせると，その慧眼に驚かされる。移
行音の音声記号に［ j］を持ってくること自体，日本人学習者には混乱の
元になりうることを岩崎はわかっていたのであろう。
又［i］音と区別して他に［ ］を特に認めたのは，強勢のない大分低いこの音を兎角
日本語のイの様に高く発音しがちなのに注意を与えたいためである。（p．iii）
同様に，舌位の低い，緊張を伴わない［］を［ i］と区別するために［ ］
という記号を案出したことも彼独自の配慮である。同じ配慮は強勢（スト
レス）の表記に関しても見受けられる。岩崎は；
強勢符号［´ ］は強勢が第一音節にある場合には特に記す必要は無い。（英語では第
一音節に強勢があるのが最も普通であるからである）（p．９９）
とした上で，さらに；
強勢の符号は［´ ］以外にも種々工夫した人がある。又［´ ］を付するにも，例えば
（１）about［ ´bout］と強音節の前に置く式，（２）a−bout´と強音節の終わりに置く
式，（３）about［ b ut］と強音節の母音の上に置く式，（４）abou´t［ −bau´t］と母
音の次に置く式等種々ある。（１）は現今の発音学の書物に普通に採用される良法で
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あるが，今尚日本で普通辞典に採用されている（２）の式と混同され易い。（３）は
良法で且（１）の如き誤解の恐れがないから本書ではこれを採用した。」（p．９９）
のように，強音節の母音の上に置く方法（overstrike notation）を採用し
た理由を述べている。この方式は岩崎が事実上の著者であったと言われる
市河三喜の『英語発音辞典』（研究社，１９２３）にも採用され，その後，教
室現場でのストレス表記のスタンダードになった。
岩崎の教師や学習者の側に立った配慮は，日本語音であろうと，英語音
であろうと，各音声項目の説明にも一貫して見受けられる。まず，基本と
なる有声音，無声音の弁別の箇所である。岩崎はそれまでの日本の英語音
声／発音書の伝統である「こえ」と「いき」という用語を用いている。
スズリ［suzuri］という語に於いて［z］音と［s］音を比較するに，［z］では一種の
振動が伴うが，［s］ではその事がない。この振動は［z］又は［s］を長く引き延ばし
て発音しながら両耳を蔽うとよく感ずる。又は指を単にのど笛に触れてもわかる。
又は手で頭をおさえてもよい。［z―s―z―s］と間に他の音を少しも入れぬ様にして，［z，
s］を交互に長く発音すればその差が一層明らかである。」（p．５）
硯という身の周りにある日本語を例とし，それを使って有声音と無声音の
違い，つまり，こえといきの違いについて簡潔に述べ，Sweet以降の伝統
である触手で実感するという手法を取っている。同じように同化現象（as-
similation）を扱った箇所では；
日本語のンはゲンキン（現金）［ge ki ］におけるが如く普通［ ］である。ところ
がキンマンカ（金満家）では［kimma ka］となり，キントキ（金時）では［kintoki］
となる。」（p．８２）
このように日本語音をベースにし，そこから英語の音変化へと読者を誘う
というのは実に教育的なプロセスであると言える。
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片山・
McKerrow
此音は日本のアとは全く異れり，アは口の後部にて生すれども
æは前方にて発せられる，エとアを相次で発し幾度も之をくり
返す中に迫々其速度を増す時は梢々此音に似たるものを得べし，
然れども此 æを生ずるには舌の端は口の下方に密着し又梢々後
方に引かれざるべからず，下顎は全体に少しく後方に引きつけ
唇の両端も亦著しく後方（即ち頬の方向）に引かれざるべから
ず。（p．３６）
岡 倉（＊１９０９３版
による，以下同
様）
『エ』音を発しながら口を『ア』の時の様に広く開くと先ず此
音に酷似したものが得られる。（p．２１）
岩崎 唇は丸めずにその両端を後方に，舌は下顎の前歯の後面に置き
舌の前部を低く平らにし発音する。嘔吐を催すときの口つきで
ある。この音は日本の標準音には無い。日本語のエ音を発しな
がら口をア音の時の如く開く練習を漸次速度を増して行えばほ
ぼ正音が出来る。［æ］音の処にアを発するのは大変な誤りであ
る。（p．４９）
表４：［æ］に関する記述比較
最後に岩崎のまなざしがいかに顕著であるかを示すために，日本人学習
者が苦手とする音素のいくつかを片山・McKerrow（１９０２），および岡倉
（１９０９）の記述と比較・列挙してみる。
「…舌は下顎の前歯の後面に置き舌の前部を低く平らにし発音する。」とい
う記述は正確で分かりやすい。「嘔吐を催すときの口つきである。」という
箇所はユニークな描写ではあるが，前舌母音の［æ］（ash）の口の構えが
容易にイメージできる。「日本語のエ音を発しながら口をア音の時の如く
開く練習を漸次速度を増して行えばほぼ正音が出来る。」には日本語をベ
ースにしてという彼の哲学が貫かれている。
片山・McKerrow 此音は英語諸音中本邦人に取りて最も困難なるものと普通見倣
さるヽ処のものなれ共著者の経験に依れば必ずしも然らざるが
如し。eを生ずる法は lを生ずるに稍似たり，然れ共舌の尖端
は堅く硬口蓋に附着し為に空気は其両側を廻り出づ lが詞の初
めに在る場合には舌を先づ其位置に置くを得るを以て比較的容
表５：［l］に関する記述比較
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易なりと雖も他の父音の前に在る時は稍々困難なり，本邦人の
中には生来 lを生ずるに易く rを発するに困難なる者あり，又 l
を生ずるの困難なるにより寧ろ rに近き日本のラ，リ，ル，レ，
ロの父音を之に代て足れりとするは甚だ宜しからず，lは一旦
発音の方法を解すれば決して難音に非ざれば早く正音を得んこ
とを勉むべし，low をローなどヽ発音しては長く此国に在りて
斯る音を聞き慣れたる人以外の外国人に了解せらるヽことなし。
（p．８１）
岡倉 本邦人にはこの音を出す事は中々困難であるが，歯の痛む時な
どに，舌尖を上の歯に当て，口腔の側面から空気を口内へ吸い
込むことがある。その手続きを逆にして『こえ』を口内からふ
り出すと，此音が成り立つのである。（p．６８）
岩崎 舌尖を上の歯茎にあて，舌の表面は匙の如く凹ませて「こえ」
を発すればよい。「こえ」は中央の道がふさがれているので，
舌の片側又は両側から漏れ出る。この故にこの音は特に「側音」
（lateral sound）と称せられる。吾々は歯の痛む時舌を上につけ
て息を吸い込むが，あの方法を逆にして「こえ」を出せばよい。
無声の［l］音も容易であるが，英語では普通は有声音しか用い
ない。［l］の処にラ行の父音を用いるのは誤った発音である。
（p．４２）
日本人学習者にとって難関子音のひとつである［l］の記述でも「舌尖
を上の歯茎にあて，舌の表面は匙の如く凹ませて」の部分は初学者にもわ
かりやすい。ただし，「吾々は歯の痛む時舌を上につけて息を吸い込むが，
あの方法を逆にしてという部分は岡倉のものを踏襲していることがわかる。
［l］，［r］と並んで日本人にとって難しい音素が次の［w］である。
片山・McKerrow 此音は唇を円形にして突出し咽より声を通ずるによりて発生す，
故に wは無論有声音なり，wは日本語のワ，ヰ，ヱ，ヲの父音
と精確には同一ならず，英語に於ては本邦音に於けるよりも唇
を一層突出し又稍々緊約す，本邦のフの唇の構へに似たり，今
日迄予輩の経験した処によれば w音は本邦人に別に何の困難も
なきものヽ如し，但し本邦にはワ行の第三段の相当音なきを以
て woman，wound，womb，would，wood の如き詞の初めを皆
ウと発音する僻あり，之れ大なる欠点なり，何とれなばウは云
う迄もなく母音にして woman は w＋ウ＋m en（即ち wúm en），
woundはw＋ウ＋wndなればなり，換言すればウの前にwな
表６：［w］に関する記述比較
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る父音を加へざるべからざるなり，前に述べたるが如く唇を突
出して之を極めてつぼめウと発音すれば woman，wound 等の
正しき音を得べし，決して困難なる音には非るなり。（pp．６７―６８）
岡倉 『後舌唇音』（lip−back consonants）は舌を口腔の奥へ引き退け
其後部を『上，後』母音を作る時のように高く上げ，同時に口
角を寄せて唇を円く局めて作るので，此場合に『いき』をねり
出せば what whichなどの wh音［発音記号 w］を得。『こえ』
をしぼり出せば watch，walkなどの w［発音記号 w］を得る。
（p．８１）
岩崎 日本語では［wu］を用いぬため，英語の woman，wolf［wuman，
wulf］等の［wu］をもウーと発音するのは日本人の陥る誤りで
ある。［u］の前に［w］音を入れるべきである。womanは大略
［w＋ウ＋man］なのである。これにはワ行を上から［wa，wi，
wu］の順に発音し［wu］の場合も初めの口構えを［wa，wi］と
同じくし崩さぬ様に練習するのもよい。（p．３１）
ここでは最初の部分に日本人が犯しがちなエラーを述べ，片山・McKer-
rowからのものを流用し，「womanは大略［w＋ウ＋man］なのである。」
というイメージしやすい解説を行っている。さらに「ワ行を上から［wa,
wi，wu］の順に発音し［wu］の場合も初めの口構えを［wa，wi］と同じ
くし崩さぬ様に練習する」と日本語音から，いかに［w］音をとるかを例
示している。最後に，いわゆる th音のうち，有声の［ð］音を見てみる。
片山・McKerrow ðとは father，they 等に於ける thの音なり，此音は three，thin
等の th の有声音なり，Soames 女史は此音は dhを以て，其無
声音は thを以て表はせり。ðは毫も困難なる音に非ず，而かも
本邦学生の大多数が there を ze e，them を zemの如く発音する
は予輩の実に解する能はざる処なり，此音を学ぶには舌を著し
く上下両歯列の間より突出せしめ，否寧ろ舌を上下の前歯を以
て咬みたるまヽ無理に息を通ずれば pを生じ其息に声を帯ばし
むる時は ðとなるべし，然れ共之れ普通英国人が此音を発する
方法に非ず，舌端を先づ上歯列の内側の端に軽く接せしめ下歯
列は下裏面より軽く支へ（下歯は舌端より一二分隔りたる辺り
にて舌に接す），空気を急劇に出して舌を押し下げ舌と上歯の
間を通過せしむれば此音を生ず。此音を仮字にて表はさんとし
てザ，ジ，ズ等の書方を用ふるは甚だ有害なり，zとðとは全
表６：［ð］に関する記述比較
45日本英語音声教育史（田邉）
然区別すべき音にして ðと雖も少しく注意を用ふれば別に困難
なる音にあらず。
岡倉 …此音を作るには舌の前端を上の門歯の縁へ当て…『こえ』を，
舌と歯との間からきしませるで，普通に説くように上下の歯の
間へ舌の尖を挿むには及ばぬ。（p．７６）
岩崎 舌尖を上前歯の内側に軽く当てて，「こえ」を舌と歯との間か
ら轢り出させると，この音を得る。これを舌を上下の歯間に挟
んで「こえ」を出すように説明する人がある，無論それでも同
種の音を得るが，これも少し仰山な発音法であるから，［ð］が
よく出来る様になったら，最初に説明した発音法に依るがよい。
この音は日本語にないから，［ði］の処に誤ってヂ，ジを発し，
［i］以外の母音が続く時，誤って［（d）z］を発する者が多い。
（pp．３４―３５）
この子音も日本語にはなく，学習者の多くがつまずくポイントである。
岩崎の視点は「舌を上下の歯間に挟んで「こえ」を出す」という手法では
なく，英語の母語話者が自然な形で用いるよりシンプルで簡便な調音法を
とっている。これは片山・McKerrow，岡倉の手法を踏襲している。エラ
ーポイントを最後に示していることはやはり岩崎らしい。
以上，『発音と綴字』にある岩崎のまなざしを概観してきた。同書の魅
力は何よりも日本人英語学習者をその視座の中心に据えたことにある。解
説の部分では，師である片山，さらには岡倉から援用している部分もある
が，イメージしやすい，容易な例を盛り込むことに成功しているといえる。
現代風にいうと学習者が自分のスキーマへと新しい知識を加えるにあたっ
て，入力のための「足場作り」（scaffoldings）をすることができる教師だっ
たのではないだろうか。東京外国語学校で恩師の片山に師事し音声学の知
識と実践とを徹底的に学び，卒業後，６年にも及ぶ中学校（現在は高等学
校）現場での経験がその根底にあると考えない方が不自然だと思う。『発
音と綴字』はまさに現場で生み出された名著なのである。
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４．まとめ
歴史研究にはありがちであるが，ひとつの事象も見方によって違う解釈
が成り立つ可能性は否定できない。それでも収集した史料から読み取るこ
とができるのは，同書が単なる言語学的知識（音声知識）の集合体ではな
く，常に読み手（学習者）がどのように新知識を理解し，それぞれの実践
へと昇華していくのかに配慮した現場的発想の本であることだけは間違い
はない。『発音と綴字』は岩崎の学者としての処女作であったにもかかわ
らず，内容は同時代の類書を越えるものであり，「教育音声学書」と呼ん
でも差し障りのない内容となっている。そして岩崎のこうしたまなざしは，
現在の英語音声学書の内容のみならず，発音指導・学習方法にも正しい道
筋を示唆してくれているように思える。
＊本研究は２０１２年度専修大学国内研究の助成を受けたものである。
注
１）本稿は日本英語教育史学会第２５回全国大会（２００９年５月２５日，拓殖大学八王子キャ
ンパス）における口頭発表を大幅に修正したものである。なお，本稿で引用した史料
における旧漢字は当用漢字に書き改めた。また，音声表記も岩崎が使用しているカギ
括弧を用いた。
２）江戸末期から大正期に世に出された英語音声学書を時系列にまとめた豊田（１９３９）
は，本書を：
大正になってからの英語音声学の文献では八年の岩崎民平著『英語 発音と綴
字』（研究社）が先ず注意されるべきものである。（p．１９２）
と評した。また，田島（２００１）は明治期からの英語学の文献総覧の中で：
「…わが国英語音声学研究史上きわめて重要な著作とされる…」（p．７２）
と紹介している。
３）「まなざし」は教育学でしばしば用いられるメタファーである。吉本（１９８６）はこ
のことばを次のように定義している。
教師は眼ではなくて，まなざし，つまり，微笑みと表情によって子供たちと向
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かい合う。子供たちは教師とまなざしを共有することで，最初の意志交流と一
体感を経験するのである。」（p．１２）
４）帝国大学に進学前にはすでに十分過ぎる実力を持っていた岩崎であるが，卒業後の
母校赴任時にも同じような逸話が残っている。
私は不幸にしてこの先生に教を受ける機会に恵まれなかったが，就任された１１
年４月にMedley先生が私達の教室に岩崎さん新任のことを知らせ私達に
“...He was one of my favorite students, he speaks correct English. Any profes-
sors in this school cannot excel in him.”といって出てゆかれたのがいまだに忘
れられない。外語に７年いた黒岩正身という快男児が Jone’s辞典を片手に発
音を一つでも間違えたらとっちめようと手ぐすね引いて教室に待機したが遂に
成功しなかったという逸話もある。（池田１９７３，p．１７０）
５）小川（１９５４）は本書出版の背景を次のように述べている。
四中時代に先生は処女出版として，今日尚その方面の名著とされている「英語 発
音と綴字」を世に問われた。これが奇しくも先生と市河三喜博士を結びつける縁と
なった。というのは出版元小酒井氏からこの本の出版の話を聞かれた市河博士が，
この校正を通覧して幾箇所かの注意を与えられたのである。この本はその後，文検
や高検の指定参考書とされた。（p．５０５）
市河からお墨付きをもらったということ自体，同書が類書の中でずば抜けた内容だっ
たことがわかる。
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